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立地適正化計画関係施策一覧（案） 

1 立地適正化計画に基づく具体的な取組 

立地適正化計画における取組は、公共交通の充実、防災、公共施設の再編、公有財産の最適利用、医

療・福祉、都市再生等のまちづくりに関わる様々な関係施策と連携を図り、それらの関係施策・計画との整合

性や相乗効果等を考慮しつつ、総合的に検討することが必要とされています。 

 

■国土交通省の資料による立地適正化計画制度のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土交通省都市局都市計画課「立地適正化計画の手引き【基本編】」（令和 7年 4月改訂） 

資料３ 
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■国土交通省の資料による立地適正化計画と他部局の計画・施策等との連携視点例 

 
出典：国土交通省都市局都市計画課「立地適正化計画の手引き【基本編】」（令和 7年 4月改訂） 
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２ 大田区立地適正化計画の関係施策イメージ 

視点 関係施策 立地適正化計画との関係性 

適正な密度・ 

拠点形成 

（Density） 

地域公共交通 〇鉄道駅は拠点形成（都市機能や駅近居住の誘導）の根幹的

な施設 

〇鉄道駅を中心としたバス路線は、拠点アクセスの骨格的な軸  

都市再生・都市

基盤 

〇地方都市のような空洞化は生じていないが、都市基盤の老

朽化、陳腐化や都市機能の更新は課題  

住宅 〇中高層や低層住宅など住宅の配置は、人口密度を具体化す

る基本的な要素 

防災 〇建物や道路幅員、公園・オープンスペースの配置などの空間

密度は防災性能と関係し、適切な密度コントロールが重要  

多様な人・産業・

暮らしの共存  

（Diversity） 

 

地域福祉 〇高齢者が、住み慣れた地域で自立して暮らし、活躍できるこ

とが重要  

子ども・子育て 〇子育て世帯が区内で安心して暮らし続けられる環境の整備

は、都市活力の維持に直結  

学校・教育 

 

〇子育て世帯の住まい選びにおいて、教育環境（学校の質・通

学環境）は最重要要因の一つ 

公共施設再編 〇公共施設は、子ども、高齢者、障がい者、外国人など、多様な

人々が日常的に交流する場であり、世代・属性を超えて共

存・共有できる施設配置・機能更新が重要  

空間・環境・ 

生活の質  

（Design） 

公園・緑地 〇公園・緑地は、暮らしの質を向上する上で重要な基盤（地方

都市の立地適正化計画のように補完的な土地利用・施設で

はない）  

環境・低炭素

  

〇建物更新、緑化、交通モード転換等を通じて環境負荷を低減

することは、環境対策を超えて快適で健康的な暮らしの実現

に寄与 

〇環境性能の高さ＝都市空間の魅力は世界標準であり、国際

都市・大田区にとって重要な要素  

景観 〇多くの地方都市では、密度が低いため、景観は都市の「余白」

の問題だが、密度が高い大田区での景観は生活の質に直結  

〇建物更新や都市基盤の整備・更新の際に、緑や空間の抜け、

デザインの統一感を意識した景観を形成することが重要  

バリアフリー／

ユニバーサルデ

ザイン 

〇今後、大田区では高齢者の絶対数の増加や外国人材の定着

が見込まれるなか、「利用しやすい」、「移動しやすい」は重要

な要素 

活力・変革・ 

国際性

（Dynamic） 

産業振興 〇大田区は区部の中でも中小企業による高度な技術集積が特

徴であるほか、羽田空港周辺では、臨空型産業（物流・先端

技術・国際ビジネス）  が発展 

観光 〇日本の玄関口である羽田空港があることは、大田区が訪日

外国人や国内観光客の移動・滞在拠点となるポテンシャル 

臨海部再編 〇大田区臨海部（羽田空港周辺〜京浜島・城南島・昭和島・平

和島等）は工業・港湾中心の土地利用から国際交流・産業・

観光・研究・居住が融合する新拠点へと再編が進行してお

り、臨海部再編は都市構造上の重要な施策  

 


